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環境経営方針

大綱株式会社は、環境問題が重要かつ⾧期的な課題と認識し、全員参加で環境に配慮した
事業活動に取り組み、低炭素社会の実現に貢献してまいります。

環境経営理念

環境保全への行動指針

1. 全員参加型の環境経営システムを構築・運用し、継続的改善に努めます。

2. 環境関連法規等を遵守します。

3. 事業活動における資源・エネルギー（電力・ガス・ガソリン等）の削減に努めます。

4. 事業活動における水の削減に努めます。

5. 廃棄物の排出抑制および建設副産物のリサイクル率の向上に努めます。

6. 溶剤など適正管理に努めます。

7. お客さまのＳＤＧｓに関わる目標達成に貢献する製品・サービスを提供します。

8. 働きやすい環境を整備・実現します。

9. 環境情報を積極的に公開し、社会とのコミュニケーションを図ります。

10. 環境に配慮した工事に努めます。

制定日:2022年7月21日
改訂日:2024年3月21日
代表取締役社⾧ 馬場哲人
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会社概要

大綱株式会社事 業 所 名

代表取締役社⾧ 馬場哲人代 表 者 名

８０００万円資 本 金

１９６０年（昭和35）３月創 業

大阪市港区弁天６－１－５
東京都中央区日本橋箱崎町５－１１
名古屋市中川区高畑２－２
大阪市港区弁天６－１－５
加古川市野口町水足１０５－１０
広島市東区光町２－１２－１０
北九州市小倉北区赤坂５－３９３－３

本社
東京営業所
名古屋営業所
大阪営業所
加古川営業所
広島営業所
九州営業所

所 在 地
（認証・登録対象組織）

０６－６５７４－２１２７総務部⾧ 石川裕環境管理責任者

０６－６５７４－２１２２品質保証課 山下昭博環境管理担当者

ワイヤロープ、繊維ロープ、その他吊り具及び関連製品の加工・販売
建設業

事 業 活 動
（認証・登録対象活動）

大阪府知事（般-1）第152416号
●とび・土工工事業 ●機械器具設置工事業

許 認 可

２０２４年２０２３年単位事業規模

5，７７２，７７０５，２９１，１２５千円売 上 高

６9６７名従 業 員 数

４，５４５４，５４５平米延 床 面 積

２０２４年３月２１日 ～ ２０２５年３月２０日事業年度

２０２４年３月２１日 ～ ２０２５年３月２０日レポートの対象期間
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役割・責任・権限

統括責任、経営資源の準備、環境経営方針の策定・見直し
全体の評価と見直し・指示代 表 者

環境経営方針の周知・教育・訓練の実施、環境経営目標達成に向けた取り組みの実施、
環境関連法規等遵守の取り組み、問題点の是正と予防部門責任者

環境経営に関する実行責任環境管理責任者

環境管理責任者の補佐 各種帳票の作成・データの取りまとめ 環境経営目標の作成
環境関連法規等取りまとめ表の作成と最新版の管理
環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境経営レポートの作成・公開
環境経営計画の審議、環境活動実績の確認・評価、緊急事態対応訓練の実施・記録

環境事務局
（エコ委員会）

環境経営方針の周知、社員に対する教育訓練の実施
環境経営目標達成に向けた取り組み実施、環境関連法規等遵守の取り組み
問題点の是正・予防

部門責任者

環境経営方針の理解、環境への取り組みの重要性の自覚
自主的・積極的な環境活動への参加社 員

環境管理責任者

代表者
（代表取締役社⾧）

環境事務局
（エコ委員会）

総務部 管理部 東日本営業部西日本営業部
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２０２４年２０２１年（基準年）単位

182,124202,712kg-CO2二酸化炭素総排出量

11,06820,665kg一般廃棄物排出量

66,450139，794kg産業廃棄物排出量

1,2061,299㎥水道水使用量

２０２４年
（目標） （実績）

２０２１年
（基準年）単位二酸化炭素の削減

92,674100,040104,208kg-CO2
電 力

89％96％―基準年比

2,6043,9404,104kg-CO2
L P ガ ス

63％96％―基準年比

81,97490,58694,360kg-CO2
自動車燃料

87％96％―基準年比

177,252194,565202,672kg-CO2合 計

２０２４年
（目標） （実績）

２０２１年
（基準年）単位廃棄物・水道水の削減

11,06819,83920,665kg
一般廃棄物

54％96％―基準年比

7,67028,70429,900kg
産業廃棄物

26％96％―基準年比

1,2061,2861,299㎥
水 道 水

93％99％―基準年比

基準年（２０２１年） 二酸化炭素排出係数:0.343kg-CO2/kwh

2024年
調整後排出係数電力会社事業所2024年

調整後排出係数電力会社事業所

0.318関西電力加古川営業所0.318関西電力大阪本社

0.585中国電力広島営業所0.468ｴﾌﾋﾞｯﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ東京営業所

0.371九州電力九州営業所0.426中部電力名古屋営業所

※2024年度は、各拠点の係数によるCO2合計です。

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績
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電力による二酸化炭素削減

取 り 組 み 内 容

〇空調温度の管理（冷房28℃ 暖房20℃）

○空調機フィルター・室外機の点検清掃

○不必要な照明の消灯（昼休み・休憩時・離席時等）

〇外出時のパソコン電源ＯＦＦ

〇働き方改革による勤務時間の削減

数値目標と実績 (kg-CO2)

○
実 績数値目標

92,674100,040

環境経営計画の取組結果と評価、次年度の計画

■取り組みの評価
取り組み内容を継続して徹底したことにより、
2024年度の実績は数値目標比93%となりまし
た。

■次年度の計画
本社・加古川・九州については、受電契約を
CO2フリー電力に切替予定です。

LPガスによる二酸化炭素削減

取 り 組 み 内 容

○LPガスを使用しない生産技術への移行

○機器の定期的なメンテナンス

数値目標と実績 (kg-CO2)

○
実 績数値目標

2,6043,940

■取り組みの評価
LPガスを使用しない生産技術への移行により
2024年度の実績は、数値目標比66%となりま
した。環境に配慮した製品の提供が、お客様よ
り高い評価を頂いております。

■次年度の計画
引き続き、環境に配慮した製品をお客様にPRし、
更なる削減に取り組んでいきます。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力使用量（kWh） 2021年 2024年

全ての操作パネルにラベルを貼って
管理しています。

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

○○×○○×○○○○○×月次評価

○○○○○○○○○○○×累計評価
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取 り 組 み 内 容

○エコドライブの徹底(自動車、ﾄﾗｯｸ、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ)

△エリア別営業活動の見直し・効率的なルートで配送

○適正な車両整備（タイヤの空気圧等）

数値目標と実績 (kg-CO2)

○
実 績数値目標

81,97490,586

環境経営計画の取組結果と評価、次年度の計画

■取り組みの評価
エコドライブの徹底、営業車の電動化、配送
ルートの効率化が進み、2024年度の実績は数値
目標比90%となりました。エリア別営業活動の
見直し、効率的なルート配送の改善余地がある
として△評価とする。

■次年度の計画
今後も営業車の電動化を実施します。定期的な
車両メンテナンス、エコドライブを実施し、燃
費の向上を目指します。

一般廃棄物の削減

取 り 組 み 内 容

○分別の徹底

△両面印刷、集約印刷の徹底

△資料、帳票類の印刷削減

○使い捨て製品の使用、購入の抑制

○３Ｓ（整理・整頓・掃除）活動の実施

数値目標と実績 (kg)

〇
実 績数値目標

11,06819,839

■取り組みの評価
オフィス活動、製造活動、工事現場において発
生する一般廃棄物削減に取り組み、2024年度の
実績は数値目標比56%となりました。

■次年度の計画
引き続き適正な分別、リサイクルの推進、再使
用可能な資材の導入を検討します。
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CO2排出量（kg-CO2) 2021年 2024年

●ガソリン使用量
2021年(基準年度)    19,844L
2024年 17,251L

●軽油使用量
2021年(基準年度) 18,729L
2024年 16,261L

●一般廃棄物の廃棄量

2021年(基準年度) 20,665kg
2024年 11,068kg
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産業廃棄物（混合廃棄物/木くず）の削減

取 り 組 み 内 容

○分別の徹底

△サプライヤーへの簡易梱包の依頼

数値目標と実績 (kg-CO2)

○
実 績数値目標

7,67028,704

環境経営計画の取組結果と評価、次年度の計画

■取り組みの評価
法令順守を徹底し、産業廃棄物の適正処理に努
めています。

■次年度の計画
今後も再資源化率の向上に努め、持続可能な事
業活動を推進してまいります。

水道水の削減

取 り 組 み 内 容

○節水の呼びかけ表示

数値目標と実績 (kg)

〇
実 績数値目標

1,2061,286

■取り組みの評価
社内での掲示物を通じて、従業員への意識啓発
を継続的に実施しました。

■次年度の計画
定期的、計画的に設備メンテナンスを行い、継
続して節水遵守を実行していきます。

■再利用不可の木製ドラムを定期的に購入メーカーへ返却。
■不要木材を銭湯へ持ち込み、熱源として再利用を継続し
て実施しました。

節水の呼びかけ表示
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環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
ならびに違反，訴訟の有無

緊急事態対応の試行・訓練

当社に関係する上記の環境関連法規制等の遵守状況を評価した結果、すべて遵守されていました。
なお、関連機関からの違反等の指摘、環境関連の訴訟は過去３年間ありません。

AED(自動体外式除細動器)の設置

遵守状況摘要される事項（施設・物質・事業活動）

遵守化学物質の適正管理化学物質管理責任者の選任

遵守一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出廃棄物処理法

遵守液圧プレス騒音規制法

遵守液圧プレス振動規制法

遵守業務用空調機の設置フロン排出抑制法

遵守対策地区内で排気ガス規制に適合した自動車の使用自動車NOｘ・PM法
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社会貢献と福利厚生の取組紹介

大同生命SV.LEAGUE所属
サントリーサンバース大阪とパートナー契約を締結しました。

働き方改革への取組

出産、育児などのライフイベントを迎えても社員が仕事を継続できるように育児休業を設
けています。女性、男性を問わず仕事と育児が両立しやすい環境を整えています。育児休業

家族の介護を行う必要が生じた社員が仕事を継続できるように介護休暇制度を設けていま
す。介護と仕事を両立しやすい環境を整備しています。介護・看護休暇

半日単位での柔軟な有給休暇の取得が可能となり、ワーク・ライフ・バランスの推進に資
することができると考えております。年次有給休暇の取得促進

ハラスメントの無い、働きやすい環境作りに取り組んでいきます。
※幹部社員を対象に講習会開催ハラスメント防止に関する基本方針策定
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代表者による全体の評価と見直し・指示

２０２４年３月２１日 ～ ２０２５年３月２０日評価の対象期間

２０２５年４月２２日評価実施日

２０２４年度の運用期間（２０２４年３月２１日～２０２５年３月２０日）の評価とし
て、社内の環境意識が高まったことにより、各項目で実績値が目標値より下回ることがで
きました。また、社会貢献活動、働き方改革の推進に対しても積極的に取り組んできまし
た。これからも、持続可能な社会の実現を目指して、環境への配慮を経営戦略に組み込ん
でまいります。

全体の評価

■ 定期的な設備のメンテナンス、省エネルギー型設備導入の検討
■ 環境負荷を軽減できる製品の開発（高強度化・軽量化・⾧寿命化の達成）
■ 全項目の定量目標達成に向けて、継続的な改善、改良を行うこと
■ ５Ｓ活動（整理・整頓・清掃・清潔・習慣化）を全社的に取り組むこと
■ 環境に配慮した施工工事、指導を実施すること見直し・指示

変更なし □ 変更有
変更なし □ 変更有
変更なし □ 変更有

環境経営方針
環境経営目標・計画

実施体制

発行日 ２０２５年７月４日


